去年の 暮、 福 田恆存 は、 一 九 四 九 年 を 通観して、 「知 

識 人の 敗北」 の 年と 概括 をした。 これ は、 評論家と し 

ての 氏に とって、 きわめて 意味の ふかい 一 つの 刻みめ 

を 印した 発言と なった。 なぜならば、 一九 四 九 年の 日 

本の 現実 は、 混乱しながら も そこ を 縫って、 本質的に 

は 氏の 概括と は 反対の 性格 を もつ 流れが つよく 自覚 さ 

れ はじめた 年で あつたの だから。 

福 田恆存 にと つて は、 中国の 人民が 革命に 勝利した 

こと もど こまで がほんと かわからない こと (群像 十二 

号) であった し、 日本の 国内で、 日本の 学者た ち 二十 

七 名が 非 日 委員会に 反対の 声明 を 行い、 ひきつづき 広 



その 文学の 運命と について、 どのように 働かせ はじめ 

ている かとい うこと は 明瞭で ある。 世界平和 のために 

戦争 挑発と たたかい、 戦争に 誘い それ を 暗示す る 思想 

と 言論の カナ ライゼ— シ ヨンに 抗 して われわれ 自身 を 

恥辱から 救おうと する 決意と 行動 は、 こんにち、 フラ 

ンスの 抵抗 (レジスタンス) を まねる 範囲 をぬ けて い 

る。 一 九 五 〇 年 は、 日本の 理性が 試練され る 年で ある。 

この きびしくて 人間ら しい 美しい 事実 はすで にわれ わ 

れの 前に あらわれ ている。 

河 盛 好 蔵が こんにちの ジャ— ナ リズムの 有様 を 「小 



説 病 時代」 と 云った。 そして ひろい 同感 を ひきおこし 

ている。 巨大 資本に したがえられた 商業 ジャ— ナ リズ 

ム • 商品 文学の 氾濫 を 批判して すべての 作家た ちと 読 

者と は、 「小説 病」 は 防がれ 治癒され なければ ならない 

と 考えて いる。 そのための 必要な 文学 行動 はとり もな 

おさず ジャ— ナ リズム を 支配しょう としてい るのと 本 

質に おいて は ひとしい 巨大 資本に よる 挑発と たたかつ 

て 理性 を 防衛す る 行動で あると いう 実質 を 理解して 来 

ている。 生物学者 である 天皇が 細菌 戦に 特別 命令 を 与 

えたと いう 事実が 明らかにな つたこと は、 あらゆる 人 

を I 木く 考えさせる。 その 化 潜 する， ^ ろ もち を まぎら 
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